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費用高いカドミウム除去効果

収量への影響なし水田土壌をその場で浄化

標準的な費用は
10アールあたり

約300万円

客土（300-600万円）
と同程度以下の水準

水田に塩化鉄と水を入れて土壌と
よく混合し、カドミウムが

溶け出した水を
排水します。

排水中に含まれる
カドミウムを除去します。

水だけを入れて
「すすぎ洗い」します。
（２～３回）
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四大公害病のひとつであるイタイイタイ病の原因物質、カドミウム。

農環研では、カドミウムで汚染された水田を浄化する技術を開発しました。

カドミウム高吸収イネを用いた浄化（農環研ニュースNo.85）に続き、今回は、

土壌洗浄法をご紹介します。開発者の土壌環境研究領域 牧野知之主任研究員に

話を聞きました。　　　　　　　　　　　　　　　取材・執筆：広報情報室

土壌洗浄法でカドミウム汚染水田を浄化
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今求められる、水田のカドミ対策

――どうして今、カドミウムなのですか？
牧野：カドミウムはもともと自然界に広く分布する重

金属で、私たちが食べている食べ物の中にも含まれて
います。けれども、カドミウムを多く含む食品を長年
食べ続けると、腎臓に障害をおこすことがわかってきま
した。一般的な日本人が食べ物から取るカドミウム
が、健康にすぐに悪い影響を与える可能性は低いと考
えられますが、摂取量をさらに減らすために、来年2月
末から、米に含まれるカドミウムの許容量が、玄米1キ
ログラム当たり1ミリグラム（1ppm）未満から0.4ミリ
グラム（0.4ppm）以下へと、厳しい基準に引き下げら
れます※。

※カドミウム濃度が0.4 ppm 〜1.0ppmの米は、現在公的機関で
買い上げた後に処分されていますが、今後買い上げは廃止されます。

――現在行われている対策を教えてください。
牧野：日本には、鉱山や精錬所から出たカドミウム

で汚染された水田が各地にあり、対策が行われてきま
した。栽培される米のカドミウム濃度が1ppmを超える

水田では、汚染土壌の上に汚染されていない土を乗せ
る「客土」を行い、今では、そのような水田は少なくな
りました。米のカドミウム濃度が0.4〜1ppmになる
ような水田では、穂が出る時期に水を張ったままにす
るなどして稲のカドミウム吸収を抑制し、米のカドミ
ウム濃度を0.4ppm以下に抑えています。

――これらの対策では、不十分なのですか？
牧野：栽培管理による吸収抑制は、毎年対策を続

けなければなりません。今年のように晴天が続くと、
水田が乾いてカドミウムが稲に吸収されないかと、農
家の方はとても心配していると思います。一方、恒久
的な対策である客土はとても有効な方法ですが、コス
トが高い上に、土を確保するために山を削ったり、大
量の土をダンプで運んだりしなくてはなりません。
また、土を入れることにより水田が高くなる、稲作に
適した土に戻すのに時間がかかるなどの問題もあり
ます。
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浄化方法の開発に向かって

――それで、新しい方法を開発することになったので
すね。

牧野：この問題を担当することになった研究室の研
究者たちは、それぞれの得意分野でどんな対策ができ
るかを探りました。「自分がアプローチするならこうい
う方法だ」という風に。僕は土壌化学が専門なので、
土壌を化学的に浄化する洗浄法に着目したわけです。

――何かアイディアがあったのですか？
牧野：実は研究を始める前から、塩化鉄を使えばい

いのではと考えていました。カドミウムは土壌を酸性に
すると水によく溶けます。以前、別の実験で塩化クロ
ムを土壌に入れた時、土壌が酸性になったことを思い
出し、塩化鉄を土壌に入れた場合でも同じことが起こ
り、カドミウムが水中に溶け出てくるだろうと考えたの
です。しかも、塩化鉄は塩酸などとは違い、たくさん
入れても土壌のpHを下げ過ぎません。さらに、鉄は
もともと土壌に多く含まれているので、環境への影響
が少なく、比較的安価です。

――研究を始めてみて、うまくいきましたか？
牧野：一年目に実験室で行った試験で良い結果が出

たので二年目には現地の水田で試験しました。こういっ
た試験では、実験室で出た結果が現地で再現できると
は限りません。土壌洗浄して土壌のカドミウム濃度を測
り、すぐに稲を植え、生育過程で稲わらの濃度を測定
しました。農家さんをはじめ色々な人が注目していま
す。測るたびに、減ってる、減ってると胸をなで下ろし、
最終的に米での濃度が減っていた時は本当に嬉しかっ
たですね。その後、洗浄時の水深を深くするなどの改
良や環境影響評価を加え、皆さんと協力して実用的な
技術へと仕上げることができました。

実験室から農業現場までをつなげる醍醐味

――今後はどんな研究を？
牧野：水田の土壌洗浄法は確立したので、今度は転

換畑について研究中です。それと･･･、画期的にコスト
を下げる方法を開発中です。まだまだ調べなくてはな
らないことがたくさんありますが、これができれば、
国内だけでなく海外にも適用できると考えています。
中国や東南アジアにも汚染水田がありますから、是非
実用化したいですね。

――最後に読者の方にメッセージをお願いします。
牧野：土壌洗浄法の開発では、土の中でのカドミウ

ムの振る舞いといったミクロな現象から、それが実際
の水田でどういう働きをして、最終的にそれを使って農
業現場にどう役立てるかまで、全ての過程に関わるこ
とができました。良い経験ができ、本当におもしろかっ
たです。今後も、基礎的な研究から応用的な研究に
つなげ、皆さんに役立つ技術を開発していきたいと
思っています。

この研究は、長野県農業試験場、富山県農林水産総合技術セン
ター、新潟県農業総合研究所園芸研究センター、福岡県農業総
合試験場、太平洋セメント株式会社と共同で行いました。

土壌環境研究領域

牧野 知之
主任研究員
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